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　来院された方が「心あたたかな病
院」と感じていただくよう，清潔な
施設，心のこもった接遇，分かりや
すい案内などに配慮しています．
　また，全てのスタッフは「高いレ
ベルの医療技術による安心・安全な
医療の提供」，「分かりやすい説明」，
「笑顔での応対」ということに心が
けています．医療サービスの評価を
把握するため，年２回患者さまアン
ケートを実施し，また，「患者さまの
声（投書箱）」へいただいた意見には
迅速に対応することとしています．
　病診連携の一環として昭和63年９
月から病院周辺の開業医の先生方と
始めた合同カンファレンスも毎月定
例のものとして現在まで続いており
通算345回を数えることとなりました．
　医療機器等の設備面においては，
近年オーダリングシステムを導入し
効率的に業務を行うこととし，新た
にCT（16列）及び，MRI（1.5Ｔ）
の更改等も行いました．より詳細な
検査・診断を可能にし，患者サービ
スの向上に努めています．
　平成 19年４月に病院機能評価
（ver.４）の認定を取得し，その更
新時期を控え新たに病院機能評価
（ver.６）の認定取得に現在取り組
んでいるところです．毎月２回経営
委員会を開催し病院の経営分析と改
善の取組みも行っています．
将来展望
　病床数100前後の中規模病院が存
続していくには非常に厳しい医療環
境となっていますが，合同カンファ
レンス等で情報交換を行っている地
域の開業医の先生方とともに，地域
に密着し地元住民のニーズに合わせ
た診療を行っていくことし，また近
隣には大規模病院もあることから，
病診・病病連携における中間的役割
を果たす病院として充実発展させて
いくこととしています．そのことが
地域全体の医療の質の向上の一助と
なればと考えています．
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